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P引 ・平成27年度役員紹介

-まいさ|ま事業紹介

P~ ・南三陸町災害ボランティア募集

-力、ソタ力タまつり参加者募集

.へそのこリユース

P41・小中学生ボランテイア講座募集

P~ ・サマーチャレンジ、ボ、ランテイア

-介護者のつどい募集

今年はなんといっても 7年!こ 1度の善光寺御

開帳の年

ということで、賑わいをみせる善光寺ヘ!い

ざ出発r-v!

予想通りの混雑でしだが、なんとか回向柱!こ

触ることもできましだJ
その後Ict長野メルバルクで昼食!

ご利益もお腹もいっぱいの良い

1日lこなりましだ仁ーす

グ 社協は社会福祉法第109条に規定された地域福祉を推進する献す

社協が実施する様々な福祉事業は、皆さまからの社協会費と共同募金が主な財源です。

再生紙を利用しています。
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申し込みは
026-214 
2994ま

震
災
か
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経
過
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で
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三
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の
皆
さ
ん
か
ら
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段

の
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活
巴
追
わ
れ
、
こ
こ
で
起
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を
災
害
を
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れ
ら
れ
て
し
ま

う
の
が
一
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悲
し
い
。
皆
さ
ん

が
蛍
え
て
い
て
、
こ
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や
っ
て

来
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
う
れ

し
い
!
」
と
の
お
言
葉
を
い
定

芝
き
ま
し
走
。
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で
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も
東
北
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復
興
支
援
活
動
巴
訪

問
し
ま
す
。

ご
協
力
い
左
だ
け
る
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す。(
↓
昨
年
の
活
動
風
景
よ
り
、

養
殖
用
浮
き
の
清
掃
)

.期日:6月26日(金)-2日日(日)

.費用:14，040円(骨泊費・朝夕食付、

その他実費負担あり)

※参加費補助￥3，600あり

.行き先宮城県南陸町

-活動内容.漁業・農業支援

※天候巴より内容の変更あり

.密主洗民宿ながし可警告E陸町瑚

-出発時間 6/26 9・30

.帰宅時間 6/28 23: 00 (予定)

キマイクロパスを運転してくださる万

も大募集(別巴参B日費補闘があります)

.~年度の活幽予定・
.宮城県南陸町

3 ト 25(日)ぬ
.宮媛県七サ浜町
キ調整中

《南三陸町の現状について》

傭三慰問恩騒盟ポラ〉テイアセ〉ヲー由車ームベ-;Jより揖11>)
南三陸町|革、 2011年3月11日の太

津波の被害ガ甚太で町の62%(市街地
で75%)もの家屋が損壊しました。

4年を迎え左現在では、志津川市外
地低地部では嵩上げ工事ガ進み、高台
移転の造成も進んできまし定が、復興
へと進む途上で、まだ人の手を必要と
している包のがあります。
わかめをはじめとする養殖漁業の豆援、

再開しようとする農地整備を含む農業
支援など地周の人程ちのお手伝い作業
が増えてきました。

それらのニ ズ巴応える定めEは、
より多くのポランテイ?さんの支援ガ
不可欠です。

みなさまの温かいご支援、ポランテ
イ?へのご参加をよろしくお願いし1起
します。
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第 1回目 ゲームをしながら仲間を作ろう!

とき :7月11日(土)

ところ:須坂市社会福祉協議会(春木町)

第2回目 保育園の先生になってみよう!

とき:8月上旬

ところ:市内保育園

第3回目 車イス・高齢者疑似体験で

市内を探検しよう!

とき:9月 12日(土)~ 13日(日)

ところ:永楽荘

第4回目 ふれあい広場で駄菓子屋さん出庖 11

とき :10月17日(土)

ところ:須坂メセナホール

第5回目 障害者スポーツ交流!

とき:11月21日(土)

ところ:市民体育館

第6回目 今までの教室のまとめ&国際学習!

とき:12月 12日(土)

ところ:仁礼コミュ二テイセンター

参加者対象:小学5・6年生/中学生

申込〆切り:7/3 (金)

主催:須坂市社会福祉協議会

後援:須坂市教育委員会/須坂市ポランテイア連絡協議会
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。
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介
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介
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。
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落
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参
加
希
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つ
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は
、
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て
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集
を
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し
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す
。

~昨年の様菩~
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ま
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ロロ にミ協刀ください吊
・献血のできる方 わ計

(注)65歳から69歳の
献血|こついては、
献血される万の健
康を考え、 60歳
から 64歳のあい
芝|こ献血経験のあ
る方|こ限ります。

全血献血

200ml献血 400ml献血

16歳'"'-'69歳
男性17歳'"'-'69歳(注)

年齢
女性18歳'"'-'69歳(注)

体重
男性45kg以上

男女とも50kg以上
女性40kg以上

男女とも|こ 4週間後の同じ曜日から献血できます

男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献
血できます

・献血をご遠慮いただいている方
海外|こ渡航歴のある万(帰国して4週間以内の万)
3日以内|こ出血を伴う歯科治療(抜歯・歯石除去など)を受けられだ方
輸血や臓器移植を受けだことがある方
工イズ検査目的の方
薬を飲んでいる万(薬の成分|こよって献血できる場合もありますので、
受付でお訊ねください)

・献血するとこんな特典があります
健康であれば誰でもできる身近なボランテイ7として活動できる
病院で血液検査を受ければお金がかかりますが、献血をすれば無料で検
査結果が後日郵送されます。
粗品を贈呈します。

献血会場におこしの際は
必ず身分を証明できるもの(運転免許証・保険証など)をご持参<ぜさい。

+fDaeCi+ 

-献血の間隔

200ml献血

6月5日(金)

午後 1時00分'"'-'2時00分

場一所|旭ーケ亘幅語一一一

• • • • • :あたたかなご厚志に:
・感謝いたします。.

0匿名様 5，000，000円
。(株)ニット一様 古切手多数

O永井英男様 10，000円
…4月15日"-'5月14日 受付分です…

ゆ 日常生活，bのE悩ごみと・相法談律所に闘する

@圃~頃防組協 Q 金画ごと似通議長野調誠司
相談 会場 相談日 相 談 時 間

まいさぽ須坂
月曜日~金曜日

午前9時~午後5時
248-9977 (随時)

すざか女性未来館 11日(木)
午前9時~正午

(中央公民館)1階相談室 25日(木)

②法自に閣する相談匂網、完盆予納制。
相談 会場 相談日 相 談 時 間

すざか女性未来館 11日(木)
午後 1時"'4時

(中央公民館)1階相談室 25日(木)

※弁護士がご相談|こ応じます。お一人20分以内です。
※完全予約制電話 026-248 -9977 
⑮制調B翻苅《錨見 Q謁金予縦説。

相談 会場 相談日 相 談 時 間

人須坂市社会福祉協議会 7日(日)・21日(日) 午前9時'"12~寺

400ml献血

~ 

[ ご意見ご要望をお寄せ下飢~~伽叫加)日~伽~[='J叫 冒
メールアドレス [dt.!ít.j a.tiMliWI$@lìttlMJÐ] ・ホームページ~Gm'!7JI.. 1fJlmiWI$@limMJ!)J圃
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